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実の方向（Ⅱサムエル12:26-31）
神様は、イスラエルの民たちに3つの祭りを守りなさいと言われました。この3つの祭りを守りなさいということの中でいちばん核心的な内容は何でしょうか。どうして神様は、エジプトから救い出したのでしょうか。また、神様は、40年間の荒野の道を導きました。そして、カナンの地に入って豊かな収穫を許されました。あなたたちは単なる民ではなくて、神様の重要な契約がある契約の民であるということです。3つの祭りを通して、神様の契約の民が、どれほど大事な民なのかに対して語っています。ヨハネ15章でこのように言われています。「わたしはぶどうの木、あなたたちは枝です」。イエス様を信じる私たちの関係がそのような関係です。世の中の人たちと一緒に暮らしているから同じだと思ってはいけません。あなたたちがわたしの中にとどまり、わたしのことばがあなたたちの中にとどまるならば実を結ぶようになります。これらすべての内容が語っていることは、神様の民は必ず実を結ぶようになるということです。一生懸命やって実を結ぶのではなくて、神様がその実を結ばせるということです。実を結ぶことが不思議なことではなくて、当然なことになることです。実については、いろいろ話をすることができるでしょう。しかし、いちばん重要なのは、神様の契約を成し遂げられるところに立つことです。神の契約が成し遂げられることと、私の人生が一緒に合わせられることです。これはいくらでも皆さんが期待をしてもいいし、必ず信じるべきです。どのような職業を持っていても、才能があるないも関係ありません。神様が失敗をしたり、神様が呼ばれたことを後悔することはありません。イエスを信じる者ならば、実を結ぶようになります。その当然なことのために、いま私たちの内側にいらっしゃいます。ですから、実を結べないことが正常だと思ってはいけません。ある面では、どうやったら実を結ぶのかと思うことは望ましいことではありません。1部のときにお話ししました。絶対平安の場にいると実は結ぶようになります。皆さんがどうやって実を結ぶかを心配するのではなくて、実が結ばれたとき、どうやって管理して、どこに持っていくべきなのかということです。
今日の本文には、とても格好いい姿が登場します。ダビデの家来であったヨアブという将軍がいました。ダビデがダビデとなるようにすべてのことを助けました。神様の命令に従って戦争をするようになりました。アモンの人たちとの戦いで、ほとんど最後の締めくくりだけが残っているときでした。ヨアブがダビデにこう言いました。｢このような状況ですから、ダビデ王様が来られて攻め取ってください｣。その理由をこう言いました。「もし私が最後まで攻め取ってしまったら、この町に私の名がつけられるといけないので」と。つまり、私が栄光を受けてしまうかと恐れているということでしょう。神様が実をくださいます。それは自慢することではなくて、当然なものです。問題は、このときどうやって処理するかということです。ヨアブは本当にすばらしい将軍でした。すべて自分が攻め取ったのに、最後の栄光はダビデにさせるわけです。神様が実をくださるとき、その実の方向がとても重要です。ヨアブはよくやったという以前に、すごく平安の人で余裕がある人でした。名誉欲がない人のように見えます。どうしてでしょうか。それが事実ですから。神様がなさったことなのです。そして、そういうことと関係なく、平安と幸せがあったはずです。それがサミットの祝福です。神様が皆さんに実を与えます。その実をどのような方向に導いていくのかを皆さんの心に刻んでください。そのためにはまず救いに対する感謝が基本にならなければなりません。ヨアブが急にこんなにすばらしい将軍になったわけではありません。

皆さん、本当に救われたことを感謝しているでしょうか。救われた者は実を結ぶ以前、許されたものです。許される資格があるから許されたのではありません。私たちは悪魔を自分の父と呼ばれたものなのに許されました。私も知らないうちに生まれてみると、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれていたものでした。神の怒りがとどまっていたから、私たちがやったことが何ですか。神様を動物の形に代えて拝んでいました。神様がいちばん嫌がることです。そのような私たちが許されました。それが救いです。ですから、うまく生きようと頑張るのですが、こういったものだから人生が疲れるのです。それで人生のいろいろな痛みを持ちながら生きてきました。一言でさまよいながら人生を歩んだわけです。そのような私たちが許されました。このようにして結局どうなりますか。死んでさばきを受けるしかない存在です。レムナントの子どもたちは、聖書にあるこういった言葉にあまり実感がないとは思います。しかし、これを経験して信じようとしたら、半殺しの目に会わなければなりません。信じる親の元に生まれたということは、みことばを通して悟る恵みを受けたのです。主日の日だけでも、礼拝をする時間だけでも、心を尽くして賛美して、心を尽くしてみことばを聞いて、心を尽くして祈ればできます。少しだけでしょう。もちろんそれ自体ができないことが病だとは思います。祈ることです。死んでさばきを受けるしかない私たちが許されたわけです。それ以降は、地獄に行きます。このすべてのことを総合して地獄と言います。そのような私が許されました。どうやって神様に向かってイライラしますか。これが救われたことです。これだけでも感謝なのに、ここに私たちは新しいいのちを得ました。神様が新しいいのちをくださいました。この聖書のみことばは続けて黙想してください。このような私が十字架とともに死んで、私の中でキリストが生きています。どのように生きていくのですか。聖霊が内住することによって。このようなからだなのに、神の神殿として呼ばれるものになりました。お父さんがわたしのうちに、わたしが彼らの内にと言われました。彼らもわたしたちと一つとなるようにしてくださいと言われました。私たちの中にいるようにしてくださいと。秘密の中の秘密です。これが新しいいのちです。キリストの中で天にあるもの地にあるものを一つにさせると言われました。キリストの中にいる人がこの地にいるのですが、この天とくっついているわけです。イエスを信じることは、宗教ではありません。救いということは、こういった新しいいのちを得ることです。私たちも死にます。白髪ができて年をとっていきます。それが何の問題にもならないように、新しいいのちを得ました。エペソ1：23、いま話したように天と地がひとつにさせることです。ですから、キリストのからだである教会と呼ばれるようになりました。天のものが皆さんを通して流れていくようになります。新しいいのちはこの地上にいますが、天の御座に座らせました。いくら強風や荒波があったとしても、皆さんが天の御座にいるのなら何の問題もないでしょう。いま皆さんがそこにいます。皆さんの心とたましいをそこに持っていかなければなりません。ただあまりよくできないから目を閉じたり、みことばを握ったり黙想したりするわけです。これが新しいいのちです。どれほど驚く秘密でしょうか。まだ天国にも行っていないのに、マタイ5：3、私の中に天国を所有しています。それが新しいいのちです。誰がそうなりましたか。このように許されることができなかった私が許されました。いつ死んでも天国に行くようになります。これが新しいいのちです。一言で言えば、インマヌエルと言います。死の影の谷と何の関係もありません。人たちが私を認める、認めない、何の関係もありません。人たちが正しい、正しくないというのですが、それと何の関係もありません。これが救いです。私がどうやってこういう人になりましたか。ですから、当然ついて来るでしょう。人生が新しくなります。新しい人生を得たものです。
生活とは何でしょうか。いままでは私自身が、なにを食べるか飲むか考えました。そして、精一杯やるということが正しく生きることでした。少し正しく生きた者は、「私はきちんと暮らした」という自負心を持ちます。イエス様は、そういった人々を見て、鼻で笑ってしまいます。それがよく生きたことでしょうか。人生は、そのように歩むために生まれたわけではありません。これからあなたたちは私がやることをやり、それよりももっと大いなることをやります。イエス様がなさることは何ですか。わたしの名によって悪霊を追い出し、新しい異言を語り、蛇をつかみ、どんな毒を飲んでも害を受けない。だからといって、いま毒を飲んでもいいという意味ではありません。どういったものでも私たちを倒すことはできないということです。病んでいる者に手を置くといやされます。どういう意味でしょうか。この世は暗闇が支配しています。豊かに暮らしているように見えますが、暗やみで覆われています。悲鳴を上げ、病で苦しんでいるように見えますが、暗やみに覆われているわけです。そこに神の国が臨むように、驚くべきことをやるのです。それが救われたものの新しい人生です。本当にイエス様と同じことができる人生を歩むわけです。このようなものを背景に、なにを食べるか飲むか心配するなと言うわけです。ですから、こう言います。父なる神がわたしを遣わしたように、同じくわたしがあなたがたを遣わします。職場に行っても、学校に勉強をしに行っても違います。このように派遣されて勉強をしに行くことと、ただ行って勉強することとは違います。イエス様がこの世に派遣されたのと同じく、皆さんも同じく派遣されたものです。これを教会、キリストのからだと言います。エルサレムから地の果てにまでイエスの証人として生きることです。皆さんが、この二つのことを本当に信じていれば、必ず証拠が来ます。証人として歩みます。世界福音化は、私たちの新しい人生です。マタイ5：13-14ではこう言います。ただ生きる者ではありません。世の光として生きるのです。Ⅰペテロ2：9、ただ生きるのではありません。この地獄からいのちに呼ばれた祝福を宣言するものとして呼ばれたのです。そのためには、まずこの感謝がなければいけません。ただ人間として生きるのではなくて、王のような祭司として生きていくのです。それで私たちは、礼拝が大切なのです。このような存在であることを一番現しているのが礼拝です。ヨアブという人は、これぐらいかは分かりませんが、基本、こういった感謝の人でした。この感謝があるから、実を結ぶしかありません。その実が結ばれたときに、その栄光を神様にささげました。すべての実の栄光を神様にです。
いくつかの例をあげます。創世記41：16。ヨセフは、パロ王の夢を解釈するために行きました。なんと言われましたか。私ではなく、主なる神様が王を愛しておられるので。自分が解釈しながらも神様が見えないからそう言いました。本当に感謝する者は当然です。神様がなさったと。当然来る実なので来ます。しかし、この感謝の上に立っていないと、それを自分がやったかのように錯覚してしまいます。それが99.9％です。紅海の前に立ったときです。大変なことになりました。モーセは何と言いましたか。私がお祈りをするとは言っていません。「今日、主なる神様が行うことを見なさい」。ダビデです。Ⅰサムエル17：45。Ⅰ歴代29：14。ダビデのいちばんの特徴は何ですか。イスラエルの民たちから見たときには、英雄の中の英雄です。しかし、一度も私は王だと言ったことはありません。神殿を建てるために多くのものを集めました。ダビデがいちばん献金したと思います。けれども、何と言われましたか。「感謝なことに、このように十分にささげられるようにしてくださったことが感謝です。これらはすべて主なる神様がくださったものです」。私がささげたのに、主に栄光をささげました。ゴリアテの前ではなんと言いましたか。「私は主の御名で行きます」。すべての栄光を神様にささげることです。このときに実が持続します。実が来るのは当然です。しかし、実の方向が定まっていないと一度で終ってしまいます。新約の聖書を見ます。ペテロは、他の弟子たちとともに生まれながら足の悪い男をいやしました。とても驚いたでしょう。周りの人が集まりました。ペテロは普通の人ではないと大騒ぎになりました。するとペテロは何と言いましたか。私に金銀はないが、私にあるもの、ナザレ、イエス・キリストの御名をよってといやされました。それで人たちが拍手をしたとき、これからは私の言うことをよく聞けよというべきなのに、「どうして私が私の力でやったかのようにあなたたちは大騒ぎをしているのか」と言いました。すべての栄光を神様に、キリストに。これを皆さんが先に心に決めてやらなければなりません。用いられる人はみな一緒です。使徒パウロも一緒です。バルナバとともに伝道旅行に行きました。ものすごいいやしの働きが起きました。そこにいる原住民の人たちは、本来、自分たちが偶像崇拝をしていたから、パウロとバルナバは人間ではないと考えました。彼らがいつも拝んでいた神が降りてきたと思いました。偶像の神の名前がススでした。これは本当に神だと思って皆が崇めようと集まったのです。その時、パウロが何と言いましたか。そうじゃないとは言っていません。服を破りました。服を破って叫びました。それは悔い改めるという意味です。心のくやしさを現しました。私たちがどんな格好をつけたから、その人たちがそうなってしまったのか。それを悔い改める思いでそうしました。あなたたちにそういった偶像崇拝、他の神を拝んではいけないということで言ったのに、それなのに私たちをそうやって見るのか。すべての栄光をキリストに。少しでも自分に栄光が現れるかと思って恐れているのです。パウロはこう言います。Ⅰコリント15：10。「私が私になったのは神様の恵みによってです」。実が私たちに与えられたとき、その実をどのように処理していくのかがとても重要です。これは神様の栄光をこうやって受けるから、あなたたちはこうやってやりなさいという意味ではありません。これは私たちの当然な余裕です。そして、これは事実です。

ですから、そうではないものに対しての教訓があります。主の栄光をささげたモーセもミスを犯しました。民数記20：12。神様に、岩に命じて水を出しなさいと言われました。けれども、モーセはすごく頭に来ました。神様が言われたとおりにやらないで、岩を叩きました。それでカナンの地に入れなくなったのです。大きな教訓です。命じることと叩くこと、何の差があるのか。そういう意味ではあります。神様の恵みはキリストにのみあるということを忘れてしまったのです。それでキリストがなくなり自分が現れてしまったのです。それがなにかを教訓として与えているのです。ダビデもミスを犯します。年をとってからミスを犯します。Ⅱサムエル24：10。急に人口を調べました。そのときヨアブの将軍が止めました。どうして数を数えますか。もし10人しかいなくても神様がなさるじゃないですか。不安だったからそうしたのか、自分の戸籍を残したいからそうしたのか分かりませんが、ダビデはそうしました。そのために災いに遭います。神の栄光を妨げたのです。老年のとき、ダビデは大きなミスを犯しました。パウロはそのミスなしで人生を終えたようです。Ⅰコリントでこう言います。どのような肉体でも誇ることがないようにするためです。信徒それぞれ皆、時刻表があります。また、それぞれの職分が与えられたりもします。それによって形が違う実がそれぞれあります。それは教会の中で何の問題にもならないことです。教会も神様の時刻表によって、大きな教会、小さな教会があります。もちろん様々な理由があります。それが教会だし壁は問題になりません。しかし、そういったものをもって自分が劣等感を感じたり、また、自慢するところに行くと違うわけです。私たちは、創世記3章の出身なので、そこによくいきます。ですから、そういうことをすること自体が間違っているということよりは、救いの感謝に続けて根を下ろしていかなければなりません。私も一緒です。可能ならば私の教会の中で、可能ならば私の顔が写真に出て。それが、水準が低いということです。すべての栄光を神様に、キリストに。そういったものが私に何の主題にもならないように。皆さんにその恵みがあることを願います。

ヨアブは自分がすべてやって、ダビデの王に栄光をささげました。そして、すべての自慢を教会に。それが賢い人です。なんと言えばよいでしょうか。神様が礼拝を通して恵みをくださったからこうなりました。私がよくやったのではなく、礼拝を少し愛する思いを持っていたからそうなりました。礼拝そのものを私が感謝しただけなのに、神様がこうなさいました。礼拝を通してみことばで私に恵みをくださったからこうなりました。この礼拝を私個人の生活の中に延長しただけです。その個人の礼拝は、黙想とも言います。私には力がありません。また、周りの環境もそんなによくありません。しかし、礼拝で少し恵みを受けたらこうなりました。そうしてこそ聖書的な信徒です。たとえ実がない人だとしても、一緒に恵みを受けることができます。実の方向がここに行かないと、実を結んだもの、実を結んでいないものが分離されてしまいます。サタンはよく知っています。それで教会をバラバラにします。ひどい場合は、実をたくさん結んだ人が、礼拝と教会を批判する人がいます。うちの牧師先生はうまくいかないみたい。うちの教会はこうみたい。他の信徒たちはこうみたい。逆に実を結ばないほうが良かったかもしれません。それは神様が望むものではありません。そして、本当に感謝ならば、そういうことはありえません。どうやってそのような御働きが起きたのですか。私ではありません。教会が私のために祈ってくださったからです。やるかやらないか分かりませんが、言葉はそう言わなければダメです。うちの教会の重職者、長老さんが、私のために祈ってくださっているからです。また、信徒たちが、信じる家族たちが祈ってくださったから、その実なのです。また、信徒同士、みことばのフォーラムをして、それが恵みとなりました。ですから、教会の祈りのおかげです。ヨアブは、ダビデの王にすべての栄光を譲りました。牧師先生や指導者が皆さんを見るのに、そんなに偉く見えなくても、教会の指導者の教えによってこうなりました。私を指導してくださったから。私はただ指導者の言葉に従順しただけです。また、指導者と一緒に同行する心を持っただけなのに、それなのに神様がこのような恵みをくださいました。実が結ばれたら、ここに方向を向けてください。
これを皆さんが心に抱いて、そのために一番重要なことは何ですか。急になることではありません。救いの感謝に深く根を下ろすことです。他のものが私に問題にならないぐらいに。それがてっぺんの時間を持つということです。先ほども言いました。御座の祝福に行くことです。私が食事の時間、長老の男性方と礼拝します。祈りをする方はそうすればいいです。実際、祈りがうまくいかないから負担に思ったり、祈りをしているようなふりをする必要はありません。皆さんの中に聖霊がいらっしゃいますから、全部できるようになります。自分自ら自然にできるまでは、てっぺんの時間をもってやればいいです。この時間にまず、「私は祝福の人だ」と宣言してください。祈りができる、できないと言わないで、ただこれを告白してください。聖餐の告白は、その内容です。また、「私は契約の人だ」と告白してください。それで契約の祈りをしてください。やっていない方がやったら、これがすごい内容かのように思えるかもしれません。皆さんが信徒でこの教会に来ている限り、皆さんが受ける答えですから祈ってください。やってみるうちに自分のものになりますから。そして、「私はみことばの人です」と告白してください。それで講壇のみことばを黙想してください。皆さんが整理したもので、皆さんが分かる言葉で整理してください。それができなかったら、週報の後ろにあるメッセージカードをやればいいです。今日のカードは、どう書いてありますか。前の部分に内容があります。そして、「ならば」と書いてあります。他のところで平安を求めるのではなく、○○のせいにすることを捨てる者になろう。これをかたちだけでやるのではなく、私が○○のせいにしていることはなにかなと考えたり、イエス様以外の他のところに平安を求めているところがあるかなと考えたり、自分は奪われない平安の所有者であることを宣言すればいいのです。「神様、他のこと以前に、平安の所有者であることをまず優先する者になりますように」と祈ればよいのです。いままではどうしていましたか。どうすれば優先することができるかと少し考えればいいです。私はみことばの人です。ここまで全部資料をあげたので、そのままやればいいです。

どうしてこのようにやりますか。皆さんは、実を結ぶようになっています。私は伝道の人です。ですから、少し伝道対象者を考えればよいです。神様が門を開かれたら、なにを話せばいいのか。救いの道を話せばよいです。自分で整理しないなら、このまま読めばよいです。この部分に皆さんが深く入るとき、余裕ができます。単純な形式ではなく、神様に、キリストにすべての栄光を。そして、教会にすべての栄光を。そうしたときにすばらしい人として歩むことができます。勝利してください。

（祈り）

神様。感謝します。私たちを救い出した恵みに感謝して賛美します。この救いの祝福を深く味わえるようにしてください。すべての実を神様にささげます。教会の誇りとしますように。まことの余裕の人としてすばらしい人生を歩むことができますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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